
編集・発行人　西 澤 　 均

令和 3年（2021 年）9 月 15 日

第 156 号

年 6 回発行（奇数月の 15 日）
定価：1 部 105 円・年間 630 円（税・送料共）

購読料は日歯連盟会費に含む

発行：日本歯科医師連盟  〒102-0073  東京都千代田区九段北4-1-20

TEL：03-3262-8644　FAX：03-3263-0345　E-mail：jdpf@jdpf.jp

日歯連盟ホームページ　https://www.jdpf.jp/

都道府県から歯科医療を
語る［第10回］
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府歯科医師連
盟会長 × しげ
もとまもる衆議
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コ
ロ
ナ
感
染
が
始
ま
っ
た
昨

年
の
春
頃
は
感
染
リ
ス
ク
を
受

け
や
す
い
職
業
と
し
て
歯
科
業

界
が
上
位
に
ラ
ン
ク
付
け
ら

れ
、
ま
た
不
要
不
急
の
範
疇
に

歯
科
診
療
が
組
み
込
ま
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
▼
本
年
３
月
の
参

議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、

山
田 

宏 

参
議
院
議
員
が
歯
科

に
関
す
る
質
問
を
さ
れ
た
が
、

ま
ず
第
一
声
が
菅
総
理
に
対
し

て
、「
総
理
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
歯
科
診
療
を
受
け
て
ま

す
か
？
」
と
、
そ
れ
に
対
し
菅

総
理
は
、「
受
け
て
ま
す
」。
確

か
に
新
聞
の
首
相
動
静
の
欄
を

見
る
と
、
定
期
的
に
ホ
テ
ル
内

に
あ
る
歯
科
医
院
を
受
診
。
国

会
で
も
歯
科
診
療
が
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
に
一
定
の
効
果
が
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
歯
科
と

し
て
国
民
の
お
口
の
健
康
を
守

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
重
症
化
予

防
に
寄
与
す
る
こ
と
を
再
確
認

し
た
年
で
あ
っ
た
▼
こ
の
30
年

で
国
内
の
む
し
歯
の
数
が
大
き

く
減
少
し
、
歯
科
を
め
ぐ
る
環

境
も
、
む
し
歯
治
療
か
ら
全
身

の
健
康
に
繋
が
る
口
腔
管
理
へ

と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
国
の
歯
科
に
対
す

る
評
価
は
好
転
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
▼
こ
の
た
め
に
は
ま

ず
、
関
係
議
員
に
会
員
の
診
療

所
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
診

療
所
の
「
状
況
」
や
「
訴
え
た

い
事
」
な
ど
の
直
接
対
話
を
通

じ
て
理
解
い
た
だ
く
機
会
を
各

県
で
も
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
れ
に
は
政
治
家
の
人
に

「
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
ま
す

か
？
」
と
聞
く
こ
と
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
！ 

広報担当理事
門司 達也

▪　理　事

　　福島県
木
こ

幡
わた

    孝
たかし

（62）

　新執行部の第１回理事会が本年 7 月
1日（木）に開催され、同 3 月の第 142
回評議員会で選出された高橋英登会長
から 26 名の新理事に委嘱状が手交さ
れた。新役員の役職及び氏名、年齢、
所属都道府県は次のとおり。なお、年
齢は令和 3 年 7 月 1 日現在。敬称略。
任期は令和 3 年 7 月 1日から令和 5 年
6 月 30 日まで。

▪　理　事

　　福井県
前
まえ

川
がわ

  彰
あき

男
お

（65）

▪ 副　会　長

　　神奈川県
村
むら

岡
おか

  宜
よし

明
あき

（71）

▪ 副 理 事 長

　　福岡県
神
かん

田
だ

  晋
しん

爾
じ

（63）

新 役 員 紹 介新 役 員 紹 介▪　会　長

　　東京都
高
たか

橋
はし

  英
ひで

登
と

（70）

▪ 副　会　長

　　大阪府
太
おお

田
た

  謙
けん

司
じ

（70）

▪ 副　会　長

　　東京都
村
むら

上
かみ

  恵
けい

一
いち

（72）

▪ 理　事　長

　　熊本県
浦
うら

田
た

  健
けん

二
じ

（65）

▪ 副 理 事 長

　　東京都
家
いえ

田
だ

  隆
たか

弘
ひろ

（63）

▪ 常 任 理 事

　　北海道
髙
たか

橋
はし

  雅
まさ

一
かず

（69）

▪ 常 任 理 事

　　愛知県
佐
さ

藤
とう

  理
ただ

之
ゆき

（68）

▪ 常 任 理 事

　　三重県
武
たけ

田
だ

  良
りょう

一
いち

（66）

▪ 常 任 理 事

　　大阪府
森
もり

川
かわ

  麗
れい

子
こ

（63）

▪ 常 任 理 事

　　東京都
西
にし

澤
ざわ

    均
ひとし

（63）

▪ 常 任 理 事

　　東京都
冨
とみ

山
やま

  雅
まさ

史
し

（63）

▪ 常 任 理 事

　　東京都
小
こ

西
にし

    尚
ひさし

（63）

▪　理　事

　　栃木県
粕
かす

谷
や

  明
あき

弘
ひろ

（63）

▪　理　事

　　東京都
大
おお

越
こし

  壽
とし

和
かず

（72）

▪　理　事

　　長野県
田
た

中
なか

  秀
ひで

享
たか

（65）

▪　理　事

　　高知県
野
の

村
むら

  和
かず

男
お

（66）

▪　理　事

　　佐賀県
門
もん

司
じ

  達
たつ

也
や

（56）

▪　理　事

　　広島県
甲
こう

野
の

  峰
みね

基
き

（71）

▪　理　事

　　埼玉県
松
まつ

﨑
ざき

  俊
しゅん

一
いち

（67）

▪　理　事

　　群馬県
村
むら

山
やま

  利
とし

之
ゆき

（67）

▪ 常 任 監 事

　　鳥取県
樋
ひ

口
ぐち

壽
じゅ

一
いち

郎
ろう

（72）

▪　監　事

　　東京都
藤
ふじ

井
い

  重
しげ

壽
ひさ

（73）

▪　監　事

　　鹿児島県
竹
たけ

之
の

下
した

伸
しん

一
いち

（73）

● P ick  Up！

コロナ禍でも安心して診療に取
り組める環境作りに執行部総
力を挙げて頑張る所存です。

更なる社団と連盟の連携を
図り、来年度の参議院選挙
の勝利をめざす。

東北地区選出の理事として
頑張ります。よろしくお願い申
し上げます。

微力ながら少しでも歯科界と
会員のお役に立てればと思い
ます。

執行部の舵取りに齟齬が生
じないよう、会員の負託に応
えるべく努めます。

日歯連盟の規約、規則、規
程に則り会務が執行されるよ
う注視します。

役員6年間の経験を生かし、
監事として会務の執行を見守
ります。

業界が更に一つに纏まる事と
呼応出来る関係の確立に努
めます。

佐賀県の門司です。会員の
先生方のため精一杯頑張り
ます。

いかに政治が歯科に必要で
あるかを高橋会長と共に流布
して行きます。

会長指名理事2期目の群
馬県の村山です。宜しくお
願い申し上げます。

新人の粕谷です。少しでも
連盟のお役に立てるよう精進
いたします。

四役会・常任理事会の案件
を慎重審議し、地区理事の
役目を果たします。

高橋会長のもと会員が安心
安定安全に診療できるように
頑張ってやります。

皆様の意見に耳を傾けなが
ら、自分のできる範囲で全力
を尽くします。

今期は、様々な方法で、更
に伝わりやすい広報を目指し
ます。

連盟活動を通じて、歯科医
院の安定経営に寄与していく
所存です。

様々な連盟活動を通して会
員の先生方と日歯連盟との
かけはしに！

組織率を上げるよう、また連
盟活動の重要性をお届けす
るよう尽力します。

国民の健康と口腔健康管理
を守る、夢多き希望に溢れ
た日本歯科医師連盟！

歯科の重要性を認識しつつ
ある国民のため、具体的な
政策提案を推進します。

重責でありますが会員の先生
方のお役に立てるよう頑張っ
て参ります。

更にコンプライアンスに則り、
連盟の運営に務めて行きま
す。

出戻りですが、会員の診療
環境が良くなるよう働く所存
です。

歯科界における様々な課題
に対し、誠心誠意頑張らさせ
て頂きます。

歯科界、会員の発展に向け
て諸政策の実現に邁進いた
します。

常に平常心で、時にはダイナ
ミックに動く執行を目指す。

（総務、規約、調査情報） （総括（広報、HP））

（議員対応、会員対策）

（議員対応、総務）

（会計、会員対策）

（議員対応、会計）

（HP、会員対策）

（広報、HP）

（調査情報）

（規約）

（議員対応）

（会計、規約）

（会員対策）

（広報、HP）

（総務、HP）

（会員対策）

（議員対応）

（広報、HP）

（調査情報）

（議員対応）

（会員対策、調査情報）（規約、総務）（会員対策、調査情報）
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寺
本
会
長
（
以
下
、
寺
本
）

　

京
都
府
歯
科
医
師
連
盟
（
以

下
、
京
歯
連
）
の
会
長
は
、「
京

都
府
歯
科
医
師
会
（
以
下
、
京

歯
会
）
の
会
長
、
ま
た
は
会
長

が
推
薦
し
評
議
員
の
同
意
を
得

た
者
が
就
任
す
る
」
と
い
う
取

決
め
が
あ
り
、
私
は
京
歯
会 

安
岡
会
長
の
ご
推
薦
に
よ
り
評

議
員
会
で
承
認
さ
れ
本
年
７
月

よ
り
会
長
職
に
就
き
ま
し
た
。

連
盟
役
員
は
10
期
目
と
な
り
ま

す
。

　

役
員
は
、
会
長
・
副
会
長
・

理
事
長
・
副
理
事
長
・
理
事
の

８
名
に
監
事
２
名
と
相
談
役
１

名
を
加
え
た
11
名
で
、
い
ず
れ

も
京
歯
会
役
員
を
兼
務
せ
ず
専

属
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
京
歯
会
と
は
役

員
同
士
の
勉
強
会
を
通
じ
て
意

思
疎
通
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
府
内
18
支
部
に
支
部
長
と
参

事
を
置
き
、
地
域
と
太
い
パ
イ

プ
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
自
公
を
中
心
に
毎
年
開
催

し
、
要
望
や
歯
科
の
現
状
を
訴

え
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
も
あ

り
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
「
京
都
府
歯
と
口

の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
の

一
部
改
正
を
府
議
会
に
要
望

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

改
正
点
は
、「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
対
策
」
と
「
生
涯
を
通
じ

て
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け

る
こ
と
の
推
進
」
等
が
加
え
ら

れ
た
点
で
す
。
今
後
も
本
条
例

に
基
づ
き
、
第
３
次
基
本
計
画

の
策
定
に
向
け
て
力
を
注
い
で

参
り
ま
す
。

繁
本
議
員
（
以
下
、
繁
本
）

　

元
々
は
、
国
交
省
で
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
通
じ
て
国
と
地
域
の

発
展
、
地
方
創
生
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
議
員
と
な
っ
て
か

ら
は
、
国
土
交
通
委
員
会
に
身

を
置
く
こ
と
な
く
厚
労
委
員
会

に
ず
っ
と
所
属
し
、
全
く
の
門

外
漢
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
訳
で

す
が
、
地
域
医
療
と
り
わ
け
歯

科
医
療
に
つ
い
て
、
特
に
力
を

注
い
だ
４
年
間
で
す
。

　

そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い

た
だ
い
た
の
が
京
都
の
先
生
方

で
す
。
寺
本
会
長
の
お
話
に
あ

り
ま
し
た
デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
山
田 

宏 

先
生
が
お
越

し
に
な
っ
て
お
り
、
親
し
く
お

話
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
「
歯
科

の
勉
強
会
を
し
て
い
る
か
ら

君
も
議
連
に
入
っ
た
ら
ど
う

か
？
」
と
お
誘
い
を
受
け
た
の

が
歯
科
口
腔
医
療
勉
強
会
で

す
。

 

そ
こ
で
歯
科
医
療
を
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
、
こ
れ
程
大
切
な
政

策
は
な
い
と
。
し
か
も
分
か
り

易
い
。
そ
し
て
国
民
が
自
ら
の

ご
努
力
で
前
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
加
え
て
歯
科
医
師
と

歯
科
衛
生
士
の
お
力
を
借
り
れ

ば
、
も
っ
と
口
腔
機
能
を
健
康

に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。「
人

生
１
０
０
年
時
代
に
絶
対
欠
か

せ
な
い
の
が
歯
科
医
療
だ
！
」

と
大
き
な
気
付
き
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
知
見

を
厚
労
委
員
会
で
取
り
上
げ
、

歯
科
の
充
実
を
図
る
べ
き
と
い

う
演
説
を
原
稿
も
読
ま
ず
に
し

た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
日
歯
連
の
高
橋
会
長
が
ご

覧
に
な
り
「
国
交
省
出
身
で
こ

れ
だ
け
歯
科
に
力
を
入
れ
て
い

る
」
と
ご
評
価
い
た
だ
き
益
々

勉
強
が
楽
し
く
な
り
、
寺
本
会

長
は
じ
め
左
京
区
・
東
山
区
・

山
科
区
の
先
生
方
か
ら
色
々
現

場
の
声
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
を

政
治
に
役
立
て
る
繰
り
返
し
の

１
期
目
で
し
た
。

　

あ
ま
ね
く
国
民
が
最
期
ま
で

健
康
で
過
ご
す
た
め
に
、
自
ら

の
歯
で
栄
養
を
咀
嚼
し
・
脳
を

活
性
化
し
・
フ
レ
イ
ル
は
じ
め

様
々
な
疾
病
を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
医
療
に

出
会
え
た
こ
と
を
、
私
は
本
当

に
幸
せ
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

近
藤
委
員
長
（
以
下
、
近
藤
）

　

そ
れ
が
医
療
費
の
無
駄
を
省

く
こ
と
に
繋
が
れ
ば
更
に
良
い

こ
と
で
す
。

繁
本　
京
都
２
区
は
ず
っ
と
自

民
党
が
空
席
だ
っ
た
の
で
す

が
、
私
が
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
９

番
目
の
比
例
枠
を
い
た
だ
き
17

年
振
り
に
議
席
を
得
ま
し
た
。

京
都
の
会
合
で
地
元
の
歯
科
医

師
の
先
生
方
と
出
会
っ
た
こ
と

が
、
本
当
に
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

近
藤　
山
田 
宏 
先
生
と
の
繋

が
り
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

繁
本　
大
き
か
っ
た
で
す
。
そ

れ
ら
を
契
機
に
、
歯
科
の
先
生

方
が
地
域
住
民
に
向
け
て
地
道

に
開
か
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に

顔
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
学
び
と
絆

を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

近
藤　
「
歯
を
ま
も
る
会
」
が

あ
る
と
お
聞
き
し
た
の
で
す

が
。

寺
本　
歯
科
医
師
で
構
成
さ
れ

る
後
援
会
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
京
歯
連
が
主
導

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

繁
本
先
生
が
平
成
29
年
の
衆

院
選
で
非
常
に
厳
し
い
京
都
２

区
か
ら
立
候
補
さ
れ
る
に
当
た

り
、
連
盟
に
ご
挨
拶
に
来
ら
れ
、

立
派
な
所
信
と
人
物
的
に
素
晴

ら
し
い
方
で
し
た
の
で
理
事
会

が
推
薦
を
決
め
た
こ
と
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
２
区
は
、

国
民
民
主
党
の
前
原
誠
司
議
員

が
か
な
り
強
く
、
平
成
５
年
か

ら
勝
ち
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
会
員
に
お
い
て
も
、
前
原

議
員
を
応
援
す
る
先
生
も
数
多

く
お
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
繁
本
先
生
は
、
日
頃
か

ら
歯
科
を
か
な
り
勉
強
さ
れ
医

療
に
対
す
る
見
識
が
高
い
こ
と

が
浸
透
し
、
是
非
後
援
会
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
い
う
多
く
の
会

員
の
声
に
よ
り
、平
成
31
年
「
歯

を
ま
も
る
会
」
が
設
立
さ
れ
た

次
第
で
す
。
国
政
報
告
等
を
通

し
て
、
以
前
よ
り
先
生
を
支
援

し
よ
う
と
い
う
人
数
は
増
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

繁
本　

大
変
有
難
い
こ
と
で

す
。「
歯
を
ま
も
る
会
」
の
先

生
か
ら
は
、
感
染
対
策
は
じ
め

色
々
な
局
面
で
ご
指
導
い
た
だ

い
て
お
り
、
こ
れ
を
政
策
に
活

か
す
心
構
え
で
お
り
ま
す
。
ご

指
導
の
程
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

近
藤　
繁
本
先
生
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、

４
月
に
日
歯
連
盟
の
高
橋
会
長

と
会
談
さ
れ
た
と
。

繁
本　
会
談
で
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
お
い
て
も
「
口
腔
医
療
こ

そ
感
染
症
予
防
に
重
要
」
と
い

う
点
に
加
え
、
私
か
ら
「
歯
科

技
工
士
問
題
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
多
額
の
設
備
投
資

が
必
要
な
時
代
と
な
っ
た
こ
と

を
う
け
厚
労
省
は
、
今
後
の
技

工
士
の
あ
り
方
・
歯
科
医
師
と

技
工
士
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
、
ど
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

構
築
し
た
ら
良
い
か
実
証
実
験

中
で
す
。
特
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
が
普
及
し
て
い
る
中
、
技
工

士
学
校
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
を
教
育
し
て
い
な

い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
現
実
的
な

部
分
か
ら
、
歯
科
技
工

士
問
題
を
ど
う
捉
え
て

い
く
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
も
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

近
藤　
今
年
の
骨
太
の

方
針
に
も
、
歯
科
技
工

士
と
い
う
文
言
が
入
り

　

10
回
目
の
「
都
道
府
県
か
ら
歯
科
医
療
を
語
る
」
は
、
京

都
府
の
寺
本
武
史 

会
長
と
繁
本 

護 

衆
議
院
議
員
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。（
令
和
３
年
７
月
29
日 

衆
議
院
議
員
会
館
に
お

い
て
、
撮
影
：
野
上
俊
雄 

日
本
歯
科
医
師
連
盟
広
報
委
員
）

都道府県からから
歯科医療歯科医療を語るを語る

寺本　武史
京都府歯科医師連盟会長

しげもと まもる
衆議院議員 （京都府第 2 区）

第
10
回

（聞き手：近藤 晴彦　日本歯科医師連盟広報委員長）

〈
３
面
に
続
く
〉

京
都
府
歯
連
盟
の

活
動
に
つ
い
て

繁
本 

護ま
も
る 

衆
議
院
議

員
の
活
動
に
つ
い
て

京
都
府
歯
連
盟
と

繁
本
議
員
と
の
繋
が

り
に
つ
い
て

「
歯
を
ま
も
る
会
（
歯

護
会
）」 

に
つ
い
て

日
歯
連
盟
高
橋
会
長

と
の
会
談
に
つ
い
て

4月8日　繁本 護 議員の来館時　高橋会長と撮影
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成
長
戦
略
・
規
制
改
革
の
提
言

に
、
歯
科
に
関
す
る
記
述
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

多
く
の
議
員
と
協
力
し
、
私

も
率
先
し
て
発
言
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
骨
太
の
方
針
に

書
い
て
あ
る
内
容
が
、
法
律
の

前
文
に
記
載
さ
れ
、
基
本
理
念

法
と
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
ず
っ
と
根
幹
を
押

さ
え
ら
れ
ま
す
。
法
律
の
前
文

に
書
い
て
あ
る
、
あ
る
い
は
理

念
法
が
有
る
と
い
っ
た
環
境
を

歯
科
医
療
の
た
め
、
国
民
の
た

め
に
整
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
藤　
や
は
り
法
律
の
前
文
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
き
な
こ
と
で
す
。

繁
本　
医
科
と
歯
科
の
比
率
に

つ
い
て
も
、
歯
科
を
増
や
す
、

予
算
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る

と
。
こ
の
こ
と
が
結
果
的
に
医

療
費
の
適
正
化
に
繋
が
り
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

近
藤　

と
こ
ろ
で
繁
本
先
生

は
、
ラ
ジ
オ
番
組
を
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。

繁
本　
京
都
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
三
条
ラ
ジ
オ
カ
フ
ェ
で
毎

週
水
曜
夕
方
４
時
か
ら
９
分
間

な
の
で
す
が
、
私
の
政
治
活
動

と
街
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
地
道
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。「
し
げ
ち
ゃ

ん
の
ド
リ
ー
ム
・
ラ
ボ
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
す
。
歯
科
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
こ
と
も
何
回

か
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
Ｆ
Ｍ
京
都
α
─
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
「
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
．
Ｃ
Ｏ

Ｍ
」
と
い
う
番
組
で
す
。
歌
手

の
佐
々
木
清
次
さ
ん
が
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
で
、
月
一
回
レ
ギ
ュ

ラ
ー
出
演
さ
せ
て
貰
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
場
面
で

も
歯
科
医
療
の
重
要
性
を
積
極

的
に
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

近
藤　
繁
本
先
生
と
京
歯
連
の

更
な
る
ご
活
躍
と
ご
発
展
を
心

よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
本

日
は
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

“
特
に
歯
と
口
の
健
康
は
全
身

の
健
康
に
繋
が
る
た
め
、
定
期

歯
科
健
診
と
口
腔
ケ
ア
は
人
生

１
０
０
年
時
代
に
お
け
る
全
世

代
型
社
会
保
障
の
礎
で
あ
る
”

繁
本　
75
歳
以
上
の
一
部
負
担

金
を
段
階
的
に
上
げ
る
法
律
で

す
が
、
与
野
党
で
色
々
協
議
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
上
げ
る
以
上
、

お
歳
を
召
し
て
も
健
康
で
お
い

で
い
た
だ
く
た
め
の
条
件
整
備

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
生
涯
を
通
じ
た
定

期
歯
科
健
診
が
大
事
だ
と
。
高

校
迄
は
、
ず
っ
と
歯
科
健
診
の

機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、
大

学
生
、
社
会
人
に
な
っ
た
ら
、

益
々
歯
医
者
さ
ん
に
行
か
な
く

な
る
。
口
腔
ケ
ア
を
受
け
な
く

な
る
。
私
自
身
も
そ
う
で
し

た
。
た
ま
た
ま
35
歳
の
時
、
釧

路
で
立
派
な
歯
医
者
さ
ん
と
出

会
い
「
繁
本
君
、
月
１
回
美
容

室
へ
行
く
の
と
同
様
に
、
３
カ

月
に
１
回
歯
を
診
て
貰
い
な
さ

い
」「
歯
を
守
る
こ
と
は
、
一

生
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
こ
と

だ
よ
」
と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
私
は
そ
れ
か
ら
通
院
だ
け

は
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
通
う
だ
け
で
し
た
。
相

も
変
わ
ら
ず
、
た
ま
に
む
し
歯

が
で
き
る
状
況
だ
っ
た
の
で
す

が
、
京
都
に
来
て
か
ら
そ
れ
を

更
に
一
歩
進
め
て
、
今
、
自
身

の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
（B

leeding O
n 

P
robing

）
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
（
プ
ラ

ー
ク 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

レ
コ
ー

ド
）
を
凄
く
意
識
し
な
が
ら
、

毎
日
歯
磨
き
と
フ
ロ
ス
を
続
け

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
今
月

Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
計
っ
て
貰
っ
た
ら

17
・
３
％
で
し
た
（
笑
）。
そ

の
前
が
21
・
何
ぼ
だ
っ
た
の
で

４
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
な
と
い

う
こ
と
に
、
非
常
に
喜
び
を
感

じ
る
と
い
う
、
か
な
り
マ
ニ
ア

ッ
ク
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自

ら
口
の
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
、
広
く
国

民
が
日
々
自
助
努
力
で
や
っ
て

い
た
だ
く
時
に
、
プ
ロ
が
介
入

で
き
れ
ば
、
結
果
的
に
医
療
費

の
適
正
化
に
繋
が
り
ま
す
し
、

何
よ
り
健
康
で
い
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
制
度
設
計
に
盛
り
込
み

た
い
訳
で
す
。
生
涯
定
期
歯
科

健
診
は
、
必
ず
や
っ
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
い
か
ん
。
40
歳
以
降

に
特
定
健
診
で
、
少
し
歯
科
が

入
る
だ
け
で
は
駄
目
で
す
。
歯

科
健
診
を
ず
っ
と
続
け
て
も
ら

う
。
し
か
も
、
そ
の
記
録
を
デ

ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
に
組
込
み
、

ど
こ
の
歯
医
者
さ
ん
を
受
診
し

よ
う
が
、
ず
っ
と
蓄
積
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
、
最
適
な

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
か
な
あ

か
ん
。
歯
科
に
限
ら
ず
医
療
全

体
が
「
治
療
か
ら
予
防
の
時
代
」

に
切
り
替
わ
ら
な
い
と
い
け
な

い
。『
予
防
医
療
を
前
に
進
め

る
先
駆
け
が
歯
科
医
療
』
だ
と

思
い
ま
す
。

　

高
橋
会
長
が
い
つ
も
お
っ
し

ゃ
る
よ
う
に
、
歯
は
削
っ
た
ら

元
に
戻
ら
な
い
。
自
然
治
癒
し

な
い
。
だ
か
ら
、
如
何
に
う
歯

や
欠
損
を
防
ぐ
か
と
い
う
こ
と

が
大
切
な
の
で
、
生
涯
定
期
歯

科
健
診
と
継
続
管
理
を
診
療
報

酬
に
き
ち
ん
と
盛
り
込
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
藤　
凄
く
力
強
い
言
葉
を
い

た
だ
き
有
難
い
で
す
。

繁
本　
例
え
ば
、
治
療
に
対
す

る
評
価
だ
け
で
な
く
、
常
に
ケ

ア
し
そ
の
結
果
何
年
も
健
康
な

歯
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
点
数
を
付
け
た
い
で
す
。

歯
を
守
る
こ
と
に
点
数
が
付
く

診
療
報
酬
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

近
藤　
是
非
お
願
い
し
た
い
こ

と
で
す
、
本
当
に
。

寺
本　
京
歯
連
に
お
い
て
は
、

山
田
先
生
を
顧
問
と
し
て
お
迎

え
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

繁
本
先
生
と
山
田
先
生
の
両
輪

で
国
民
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

繁
本　
今
後
、
取
り
組
み
た
い

こ
と
は
、
今
後
も
骨
太
の
方
針
・

ま
し
た
。
診
療
側
も
技
工
士
さ

ん
が
ど
の
位
機
材
に
お
金
を
掛

け
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

勉
強
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
知

る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

繁
本　
早
速
、
歯
科
技
工
所
を

幾
つ
か
回
り
ま
し
た
。
マ
ン
シ

ョ
ン
の
一
室
で
ド
ア
を
開
け
た

ら
、
左
右
に
並
ぶ
机
で
２
～
３

人
の
技
工
士
さ
ん
が
一
生
懸
命

細
か
な
作
業
を
さ
れ
て
い
る
、

か
な
り
小
規
模
で
零
細
な
事
業

所
の
実
態
を
見
て
参
り
ま
し

た
。
一
方
、
メ
ー
カ
ー
中
心
に

大
き
な
設
備
投
資
を
し
て
と
い

う
や
り
方
も
増
え
て
い
る
と
。

本
当
に
こ
の
方
々
が
い
る
お
陰

で
、
我
々
は
治
療
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
訳
で
す
か

ら
、
こ
れ
ま
で
ち
ゃ
ん
と
頑
張

っ
て
こ
ら
れ
た
歯
科
技
工
士
の

先
生
方
に
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
ス

キ
ー
ム
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
場

の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
藤　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
５
月
の

厚
労
委
員
会
で
、
受
診
抑
制
を

防
ぐ
た
め
に
健
診
制
度
の
充
実
、

特
に
定
期
歯
科
健
診
の
必
要
性

を
田
村
厚
労
大
臣
に
質
問
さ
れ

た
動
画
を
拝
見
し
ま
し
た
。

“
健
診
制
度
を
充
実
す
る
こ
と

に
よ
り
、
受
診
抑
制
を
防
ぎ
、

必
要
な
医
療
・
早
期
治
療
に
繋

げ
る
”

〈
2
面
か
ら
の
続
き
〉

寺
本
会
長（
左
か
ら
２
人
目
）、繁
本

衆
議
院
議
員（
左
か
ら
３
人
目
）、 

近
藤
委
員
長（
右
端
）、野
上
委
員

（
左
端
）

厚
生
労
働
委
員
会
に

お
け
る
定
期
歯
科
健

診
に
関
す
る
発
言
に

つ
い
て

今
後
の
展
望
に
つ
い

て

京都府歯科医師連盟 会長
寺本　武史

昭和３５年２月５日生（６１歳）
【略歴】
昭和６３年３月　東北歯科大学卒業
平成７年３月　寺本歯科医院開設
平成１１年４月　京都府歯科医師連盟
	 理事
平成１９年４月　京都府歯科医師連盟
	 副理事長
平成２１年４月　京都府歯科医師連盟
	 副会長
	 （平成23.4～は理事長	
	 兼務）
平成２５年７月　京都府歯科医師連盟
	 理事長
平成２９年７月　京都府歯科医師連盟
	 副会長（理事長兼務）
平成３０年１２月　京都府歯科医師連盟
	 会長職務代行者
令和元年７月　京都府歯科医師連盟
	 理事長
令和３年７月　京都府歯科医師連盟
	 会長

自由民主党 衆議院議員
しげもと  まもる

昭和47年12月26日生（48歳）
京都府第2選挙区（当選1回・比例近畿ブロ
ック）
【略歴】
平成９年　神戸大学大学院建設学修了
平成９年　運輸省入省
平成１５年　イリノイ工科大学経営大学院	
	 修了（ＭＢＡ）
平成15年　環境省水環境部閉鎖性海域	
	 対策室室長補佐
平成１7年　国土交通省港湾局環境・技術	
	 課専門官
平成１8年	 国土交通省	北海道開発局		
	 港湾事務所長
平成２０年	 釧路市	港湾空港部長
平成２２年	 衆議院議員伊東良孝政策担	
	 当秘書
平成２９年　自由民主党京都府第二区支	
	 部支部長
	 第４８回衆議院総選挙で初当選
【役職】
［衆議院］　厚生労働委員会委員、文部科
　学委員会委員、沖縄及び北方問題に関
　する特別委員会委員、地方創生に関する
　特別委員会委員
	［党職］　厚生労働部会副部会長、国際局
　次長、国会対策委員会委員、運輸・交通
　関係団体委員会副委員長
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※
今
号
の 
「
意
外
と
知
ら
な
い
!? 

シ
リ
ー
ズ
」
は
お
休
み
し
ま
す
。

〒 161-8558　東京都新宿区下落合 2-6-22 TEL：03-3952-5141 FAX：03-5982-7751
http://www.issei-pub.co.jp お求めは書店、各材料店または直接弊社（送料実費）まで

一世出版

歯科医師・歯科衛生士 国試対策ブック

衛生・公衆衛生・口腔衛生・
社会福祉・関係法規
パッと見ておぼえられる
まとめテーブル2022
松久保　隆 東京歯科大学　名誉教授

佐藤　涼一 東京歯科大学　衛生学講座　講師

竹之内　茜 新宿医療専門学校　歯科衛生学科　講師

大谷　悦世 新宿医療専門学校　歯科衛生学科　講師

● 必修、よく出る、注意マークがあるので、気を付けるべき点が一目瞭然。
● 過去５年間に国家試験に出題された問題を、一問一答形式で試せるwebサイトにアク
セスできます（購入者特典）。
● 詳細なデータやカラー写真などが、本文中のQRコードから確認できます。
● 教員が模試の問題を作成する場合にも利用可能。

国試頻出の重要部分を、最新の情報を基にまとめテーブルまとめテーブル
として表形式にまとめ、覚えやすくしました
解説が必要な個所は文章や図を加え、理解がさらに深まるよう工夫しています。

A5判／並製／284ページ　定価2,970円（本体2,700円＋10％税）
ISBN978-87078-198-6　C3047 ¥2700E

歯科医師国家試験において本書の内容で80％解答が可能！ 歯科衛生士国試試験では90％解答が可能！

「
国
民
皆
歯
科
健
診
実
現
議
連
」が
目
指
す
も
の

歯
科
医
で
な
い「
歯
科
議
員

歯
科
議
員
」が
挑
む
！

参
議
院
議
員
　
山
田
　
宏

⑩

国民皆歯科健診実現議連　入会者　121 名
（2021 年 8 月 23 日現在　入会申込書受理分）

最高顧問：　伊吹　文明 　安倍　晋三 　尾辻　秀久
会　　長：　古屋　圭司
事務局長：　山田　　宏

【衆議院　五十音順】
　逢沢　一郎　　青山　周平　　池田　佳隆　　伊藤　信太郎　伊藤　良孝
　稲田　朋美　　今枝　宗一郎　今村　雅弘　　岩田　和親　　上野　宏史
　大岡　敏孝　　大串　正樹　　大西　英男　　大野　敬太郎　岡下　昌平
　奥野　信亮　　小田原　潔　　金子　俊平　　金子　恭之　　金子　万寿夫
　神山　佐市　　城内　　実　　黄川田　仁志　北村　誠吾　　岸　　信夫
　木原　　稔　　国光　あやの　高村　正大　　小島　敏文　　小林　鷹之
　後藤　茂之　　笹川　博義　　佐藤　明男　　塩崎　恭久　　塩谷　　立  
　繁本　　護　　柴山　昌彦　　下村　博文　　新藤　義孝　　鈴木　俊一 
　鈴木　貴子　　薗浦　健太郎　髙鳥　修一　　高橋　ひなこ　武部　　新  
　田中　英之　　田中　良生　　棚橋　泰文　　谷川　とむ　　田畑　裕明
　田村　憲久　　辻　　清人　　冨岡　　勉　　中谷　真一　　中村　裕之 
　中山　泰秀　　長尾　　敬　　西村　明宏　　根本　幸典　　野田　聖子
　野中　　厚　　原田　義昭　　深澤　陽一　　福山　　守　　藤原　　崇     
　船田　　元　　船橋　利実　　古川　　康　　細田　健一　　細田　博之
　堀内　詔子　　本田　太郎　　三ツ林　裕巳　三原　朝彦　　宮内　秀樹 
　宮下　一郎　　宮路　拓馬　　武藤　容治　　森山　　裕　　簗　　和生  
　山口　俊一　　山下　貴司　　山田　賢司　　山田　美樹　　吉川　　赳  
　鷲尾　英一郎　和田　義明    

【参議院　五十音順】
　青木　一彦　　朝日　健太郎　石田　昌宏　　磯﨑　仁彦　　上野　通子
　衛藤　晟一　　大家　敏志　　太田　房江　　大野　泰正　　加田　裕之
　上月　良祐　　こやり　隆史　酒井　庸行　　佐藤　　啓　　清水　真人
　自見　はなこ　末松　信介　　高橋　はるみ　滝波　宏文　　堂故　　茂
　中川　雅治　　中西　健治　　羽生田　俊　　馬場　成志　　藤川　政人
　古川　俊治　　堀井　　巌　　渡辺　猛之　　和田　政宗

「国民皆歯科健診」で健やかな人生100年時代を
実現する議員連盟（国民皆歯科健診実現議連）

設立趣意書

代表発起人 　古屋　圭司

　「口腔の健康は全身の健康につながる」
　「骨太の方針」に初めてこの文言が記された 2017 年から４年
連続で、政府は口腔の健康を疾病や介護予防や健康づくりという
視点で重視しています。
　その上で「骨太の方針」では「生涯を通じた歯科健診の充実」と、
歯科健診の必要性を指摘し、その認識は国民全体に広がりつつあり
ます。
　そこで私たち発起人は、これまで歯科健診と疾病や健康寿命、
また医療費全体に与える影響等について、４回にわたる勉強会を
開催してまいりました。
　その結果、歯科健診を定期的に受けている人は、病気への罹患率
が低く、結果的に医療費の適正化に繋がるとの科学的根拠を確認し
ました。
　一方、現在歯科健診の法的義務は 0 歳児から高校生までであり、
その後は各人の任意に任され、「生涯を通じた歯科健診」にはほ
ど遠い状況です。
　そこで、健康寿命の延伸に向けて歯科健診の機会を拡大し、「骨
太の方針」にあるような「生涯を通じた歯科健診（国民皆歯科健
診）の充実」に向けて、新たな法整備と政策の拡充をめざし、こ
のたび「『国民皆歯科健診』で健やかな人生 100 年時代を実現す
る議員連盟（国民皆歯科健診実現議連）」を設立することといた
しました。

日歯連盟広報156号特別付録

診療室に貼って
ご利用ください！

日歯連盟広報第156号　令和3年9月15日付［付録］

日
本
の
医
療
を
守
る
た
め

　

６
月
16
日
に
参
議
院
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
自
民

党
「
国
民
皆
歯
科
健

診
実
現
議
員
連
盟
」

の
発
足
式
は
、
議
員

本
人
が
１
１
８
名
、

代
理
も
含
め
１
５
６

名
の
参
加
の
も
と
盛

会
に
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
趣
意
書
に
は
、

歯
科
健
診
が
疾
病
を
予
防

し
結
果
的
に
医
療
費
の
適

正
化
に
繋
が
る
と
の
科
学

的
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
人
生
１
０
０
年

時
代
で
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
歯
科
健
診
の
機
会
を

全
世
代
に
拡
大
し
、『
骨
太
の
方
針
』
に
あ
る
よ
う
に
『
生

涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診
の
充
実
』
に
向
け
、
新
た
な
法
整
備

と
予
算
の
拡
充
を
め
ざ
す
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

会
長
に
就
任
し
た
古
屋
圭
司
衆
議
院
議
員（
元
国
務
大
臣
）

は
、
米
国
留
学
時
に
加
入
し
た
米
国
の
生
命
保
険
に
歯
科
健

診
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
歯
科
に
関
心
を
持
た

れ
た
そ
う
で
、
事
務
局
長
の
私
に
「
ま
ず
は
歯
科
に
関
係
の

な
い
議
員
で
エ
ビ
デ
ン
ス
の
勉
強
を
し
よ
う
」
と
の
提
案
が

あ
り
、
議
連
発
足
ま
で
２
年
間
に
わ
た
っ
て
「
歯
科
と
健
康

と
医
療
費
の
関
連
」
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
っ
て
き
た
の
で

す
。

　
「
日
本
の
医
療
を
守
る
た
め
と
い
う
大
義
が
な
け
れ
ば
、

『
国
民
皆
歯
科
健
診
』
は
広
い
賛
同
を
得
ら
れ
な
い
」
と
の

思
い
か
ら
、
発
起
人
に
は
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
医

療
関
係
議
員
だ
け
で
な
く
、
財
務
省
や
文
科
省
に
精
通
す
る

議
員
に
も
就
任
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
厚
労
行
政
に
お
い
て
も

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
伊
吹
文
明
元
衆
議
院
議
長
、

安
倍
晋
三
前
総
理
、
尾
辻
秀
久
元
厚
労
大
臣
（
歯
科
議
連
会

長
）
に
も
最
高
顧
問
に
就
い
て
い
た
だ
く
な
ど
、
万
全
の
体

制
を
整
え
て
の
発
足
と
な
り
ま
し
た
。

「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
実
現
へ
の
道
筋

　

今
後
は
、
総
選
挙
後
に
自
民
党
政
務
調
査
会
の
下
に
ま
ず

「
国
民
皆
歯
科
健
診
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
よ
う

な
検
討
組
織
の
設
置
に
向
け
党
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

検
討
チ
ー
ム
が
党
の
正
式
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
初
め

て
、「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
に
つ
い
て
の
各
省
庁
と
の
研
究

や
検
討
が
軌
道
に
乗
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
検
討
チ
ー
ム
で

の
結
果
報
告
が
で
き
た
ら
、
党
内
の
部
会
や
政
務
調
査
会
で

の
議
論
を
経
て
、
政
府
へ
の
提
言
や
議
員
立
法
に
向
け
て
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
全
て
の
原
動
力
と
な
る

の
が
こ
の
議
連
な
の
で
す
。

　

今
後
議
連
と
し
て
は
、
来
年
策
定
の
「
健
康
日
本
21
」
第

３
次
実
施
計
画
に
40
、
50
、
60
、
70
歳
の
歯
周
疾
患
検
診
間

隔
の
細
分
化
や
実
施
年
齢
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
と
共
に
、

ま
ず
「
骨
太
の
方
針
」
に
記
載
さ
れ
て
き
た
「
生
涯
を
通
じ

た
歯
科
健
診
の
充
実
」
と
い
う
文
言
を
法
律
に
し
て
い
く
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。ま
た
生
命
保
険
会
社
に
対
し
、

そ
の
保
険
の
中
に
歯
科
健
診
を
組
み
入
れ
る
よ
う
働
き
も
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
終
的
に
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
が
規
定
す
る
一

般
労
働
者
の
健
診
項
目
に
「
歯
科
健
診
」
を
加
え
る
と
共
に
、

定
義
や
役
割
の
規
定
の
な
い
「
産
業
歯
科
医
」
の
条
文
の
充

実
な
ど
、
同
法
の
改
正
を
実
現
し
て
「
国
民
皆
歯
科
健
診
」

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「国民皆歯科健診実現議員連盟」発足式

投　票　日 選　挙　名 都道府県
10 月 3 日 岡山市長選挙 岡山県
10 月 24 日 参議院静岡選挙区補欠選挙 静岡県

同 参議院山口選挙区補欠選挙 山口県
同 川崎市長選挙 神奈川県
同 神戸市長選挙 兵庫県

11 月14 日 広島県知事選挙 広島県

　今後予定されている国政補欠選挙・都道府県首長
選・都道府県議選・政令市長選（全国 20 市）の日程
をご紹介します。連盟活動にぜひご活用ください！

ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！


